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( )契約自由の原則※ただし、実現不可能な契約や公序良俗に反する契約は無効

に決めることができる。これを何というか。

お金を支払って商品を購入し、生活すること

消費者とは何か。

商品を購入して使用する人のこと

商品を大きく2つにわけると、何と何があるか。

物資 サービス

物資には何があるか。4つ挙げよ。　　　　※以下の他に、　電気用品、書籍、衣料品など

食料品 日用品

衣料品 住宅用品

小遣いの範囲内での契約だった場合

18歳以上だと偽っていた場合

契約書の法定代理人の承認欄に無断で記入するなど、偽って契約した場合

契約をするかしないか、誰とどのような内容で、どのような方法で契約を結ぶかは、消費者と販売者で自由

成立する（　　契約　　）。

未成年が法定代理人（保護者など）の同意を得ないで行った契約は、取り消すことができるか。

できる※ただし、取り消しができないケースもある　　

未成年が法定代理人（保護者など）の同意を得ないで行った契約で、取り消すことができないのはどんな

場合か。3つ答えよ。

サービスには何があるか。4つ挙げよ。　　　　※以下の他に、　医療など

通信（電話、インターネット、郵便など） 交通（バス、電車）

金融 教育（学校、塾、習い事など）

売買の契約とは何か。次の（　）に適切な言葉を入れよ。

（　　消費者　　）の「買いたい」という意思と、（　　販売者　　）の「売りたい」という意思が合致したときに

消費生活とは何か。

消費者と自覚
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